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発見 （23．3%vs. 39.0%)例が塒〃ll . DM

(38.2%vs.3().2%)HT37.1%vs.27.3%)は減

少．微小脈ll!I5例は全て後期症例．画像診断先行

例(14.7%vs.30.4%),本疾臘に雌関係の主訴で

各科を受診した症例が墹加(26.5%vs.43.5%).

IGF-1 (834vs.594, 1)<0.001), Z-scol･e (年齢

SD)(8.6vs.6.5, p<0.001)は後期でｲ1意に低1,｡O

余期|H1を辿じてDMII1:24例/境界型以ド腓53例

の|H1でGH, IGF-1, Z-sCol･eにｲ1.意差が見られ

た．商1m圧25例/非高血圧53例の間には何意差

なし．

【浄察】近年における本疾心のlll期発見|唄向が

雌,認された.MRIで偶発ﾙEとして発兇される例が

墹川Iした一・方，無関係の主訴で来院した椛例が各

科|災帥に姶い'茎げられている'ﾉﾐ態も蹴われた．

IGF-1およびZ-scol･eは後半症例で何通に低値

であった．全期|&lを辿じて耐1ﾘ,li能とGH, IGF-1,

Z-SCol･eはよく相関しDM椛例の減少という観

察結果と矛晒しなかった．
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胎't期の頭蓋IIIM砿管にIII米するとされる頭維

l咽頭脈は，脳llf癌全国集計洲査では5年PFSが

69.6％とilij後のIIIMfilill御が今後も課迦の ．つで

ある．今l'il頭蓋IIIM蚊1mに成腿ホルモン (GH) I雅

'k下垂体腺ll屯を合併した成人|#llを経験した．椛IWII

は48歳ﾘ)性．意識障害を呈した水弧症の症状で

発症した．頭部CTで第二脳索内に（『灰化を112う

占拠性病変と非交通性水頭椛の所兄を認めた. lii

医で脳室ドレナージ術を施行され、当院へ転院と

なった．砿部MRIで第三lliW雫|ﾉﾘの占拠性病変と

もに左海綿静脈＃il部に弱い造影効果を示す下眠

体腺睡の所兄を認めた．両llln甥を摘,'llのため|ﾉ､l祝

鏡下拡大蝶形'|.i･洞f術を施行した．術後に判Iﾘlし

た術前採1mではGH: 7.6 (11g/ml), IGF-1 :

648 (I1g/ml),先端巨大症様顔貌，摘出標本のﾙ)j

理診断を含め, GH産生下飛体腺師とi診'析した．

一方．第二脳室内IIII甥のﾙ聯II!はadamantin()ma-

touStypeの頭蓋咽頭llfであった.GHはIf瘍墹ﾉ|i

に関連があり,GH産生下雁体腺脈を合併した本

症例ではni'jllli瘍のl'i発に注恵が必要である．

8内視鏡下経鼻下垂体腺腫摘出後の下垂体前葉

機能回復について
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PI･olaCtin()maの悠荷の流旅にはドパミン作動薬

で治療することが多いが，妊娠すると休漿するこ

とが一般的である．その場合に妊娠中にIf甥が卿

火することがあり， リ|叫1例を経験したので報告す

る．

リ,ii例は27歳でfl然分娩したが，その妊娠中か

ら,!|1座までﾉI;眼瞼下飛が生じた．出産後雌11経が

続いたため某院潅姉人科を受診し,"PRLlll症

(126.51Ig/ml)を指抽され,MRIを撮り当科に紹

介された．テルグリドが|ﾙl始されていたが，血消

PRLは82.4mg/mlであった．MRIではトルコ鞍

lﾉ1に限局するiﾐにcyslicなtumorを認めた． カベ

ルゴリンに変更したところでⅢ〔賑．妊娠18Wの

時,MRIをliAったところ祝交叉を挙上させる大き

妊娠中に著明に増大したI)rolactin()I11a

l l l村縛郎・衞川 llﾘi ･澁谷航､|え

,'iIH至誠

県立1 ' 1典病院脳神経外科

戸
〃
８

【対象】 2006-2015年までの10年|ﾊ|に初Inl手術

を受けたGH産生「雁体ll#(llin,連続81症例（前

期35後I0l46).

【結果】後期症1911でGH<5.011g/ml イミ満での発

R(11.4%vs.26.1%) heell)ad<22.()mmでの



新潟灰学会雑誌第130巻第12鼎・ 平成28年（2016） 12月716

さになり, iT4が低II'i (0.59ng/dl), PRL333.4

ng/mlに上昇. 26Wでは更に塒大して1/4盲を自

覚しPRLは274.411g/mlの一方fr40.51ng/(llと

低いままであったため，視野狭窄と前雌機能の改

善のためIIIちにカベルゴリン0.5mg/Wを再|)ll.

31Wで腫瘍は縮小し, 39Wで経'億分娩（男児，

BW3,248g) し、 fT4は正術化した．本人の希望

から母乳栄養とはせずにカベルゴリンを継統し

たところI雅俊10Wで妊娠前とllf瘍はほぼ同じ大

きさに戻り，雌後12Wで月経が再来した．

miCropl･olactinomaでは休漿しても妊娠中にll!K

場が増大することは柿である一方,macrol)ro-

lactinomaでは症状が出現することが少なくない

ことが知られており，妊娠'1'期にはMRIを柵る

べきであり，墹大あるいは症候性となれば再|冊'す

べきと思われた．

また, PD-1抗体薬で約15%に甲状腺機能

低トリ11;が発症する他，下垂体炎による副1門ク

リーゼが知られており，当院でも2例経験し

た． これらの経過観察方法を提案中である．

3）化学旅法時に使用されるステロイド剤によ

るImllli悪化に対しては，既に簡便なマニュア

ルを作成済みである．

ll) 骨折歴のある2型糖尿病患者について

lll村紀子

万代内科クリニック

【目的】 ′|!i折歴のあるDM忠者の実態調査を行

い，診撫上の問題を探る．

症例は2016年3月～5月に当院通院｢|'のDM

悠者で, ,間析についてカルテ調査のできた34人．

【結果】大腿骨近位部骨折は4人で平均年齢84

歳，腰椎帷体骨折13人で78．8歳，前腕骨折5人

で69．3歳だった． ‘冊'折原IXIは50～60歳台では

家IIfや仕!l#で脚立からのil堕落が多く, 70雄台以

上では自宅内でのII賦倒が多かった. 72%に胤li尿

洲>；性神経障詳を認め， 61％に網膜樅を認めた．骨

折を機に'W'粗髭症と診断され治疲IIM始された思

行は11人あったが， 6人が通院を'l' l断していた．

診疲連携のあった心者は3人のみだった．

【結語】DM忠背に対しては骨111臘症の評価を

けい，早めに治擦lIH始し櫛折を予防することが重

要．整形外科と内科の診療述携は治旅中断を防ぐ

ためにも必要と思われる．

"がん治療”と内分泌代謝疾患の"危険な関係”
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がん治旅に伴い，様々な内分泌代謝異常が引き

起こされる．

1）分子標的薬は強いmll作川を引き起こさない

代わりに，アフィニトールでの高IⅢ鞘， スー

テントで111状腺機低下症などを引き起こす．

2）がん免疫療法として注l lを瀞びている

PD-1 (programmedcelldeath)抗体薬で

0．3％腿度の頻庇で劇症を含む1型納尿瓶の

発症が知られるようになった． 当初は

melanoma, 2015年12月から非小刑ll胞lliliW

に対して保険適応になった他，当院だけでも

10本以上の治験が進行II1である．当院でも1

H271｣に肺撫治験中に急激なⅢ111I上昇から

劇症化nli:前状態と思われる症例を経験した．

劇症1型柵尿病は多くのll!f瘍治旅医には知

識がなく， またll!K癌治旅医と糖尿病医の連桃

は十分でないため，対象心背に週l 1i'lのテス

テープによる検尿を提案した．

Ⅱ、特別講演

骨粗霧症と骨軟化症からみる骨代謝

新潟大学大学院医歯学総合研究科

整形外科分野
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